
“どこかのエライ人 テレビでしゃべってる

「今の若い人には 個性がなさすぎる」…

個性があればあるで 押さえつけるくせに”
（ロクデナシII by The Blue Hearts）



個性って…
・身体的（頭、髪質、爪、指の器用さ）
・思考／表情（Zoomの表情）
・性格（わがまま、広く浅い好奇心）
・得手＆不得手（野球）→才能って？

個性＝f（身体, 思考, 性格, 知性, …）

こんだけ要素
あったら、個性
的じゃない人っ
ておらへんぞｗ



論理・
数学的

言語的 博物学的

内省的 対人的

音楽的
身体・
運動的

空間的

多重知能理論：MI（Multiple Intelligence）
（ハワード・ガードナー博士）

ロジックの
時代

表現の
時代

非認知的
資質・スキル

やっぱ「体力」
「こだわり」

「コミュ力」やと
思うけど…



個性的でない人はいない、でも個性は目的ではない

・目的は「個性を生かして“しあわせ”になる」

“しあわせ”って、なんじゃろう…
～自分の心の中にしかない／人の中にはない／心が満ちる…

幸せってなん
だっけ？って
サンマも歌って
たなぁｗ



The Blue Hearts
日本を代表するパンクロックバンド。
サカイタニは、ブルハと尾崎に人生に大切
なことをたくさん教えてもらった。
「自分らしく生きること」
「大切なものは目に見えないこと」など

Greatest Love of ALL
Whitney Houston
1985年大ヒット曲：子どもたちの未来を信じ、自分を
信じることの大切さをうたい上げた曲。
オリジナルは、ジョージベンソンが歌ったモハメド・
アリを題材にした映画「The Greatest」の主題曲。
アリは、偉大なるヘビー級チャンピオン、リング上だ
けでなく、黒人への偏見に対しても正面から闘い、人
の尊厳を訴えた。
どっちのバージョンもとても良いです。



個に寄りそう教育は実現するのか？
・方向性は「個性・多様性」だが、

学校は「共同体の原理」「予算制約（大人数）」

・変わるとしても時間はかかる（→世の中は本当にそれを望んでいるか？）

・大人の社会が反映（市場主義・実力主義）→サル化（個を出す安心感がない）

・学校は万能か？「勉強をしなさい→やらない」vs.「同調圧力はいけません→残る」

・「共同体＝家族（個人）の集合＋α」→“自らが個性・多様性を大切に”から始める

⇒個性尊重について家庭でできることから始める。
例：個性のある家族って素敵（「〇〇大切にする」を共有しているetc）



個性ある家族
・「子の個性」×「親の個性」＝「∞の可能性」

（→親と子は別人格／親という型に自分をはめすぎない）

・家族で大切にしたいことを話し合う
（→共同体とは異なる原理や基準を作る）

・周りと違う時こそ「少数派になる勇気」を後押し

そして「幸せになる！」幸せってなんじゃろ？Again →次のページ

（ご参考：HILLOCK流幸せ因数分解：「自分らしく」「人の役に立って」「メシが食える」）

ミルが言うにはな、
少数派が世を変え
るらしいわｗ



幸せ「今、ここを自分らしくベストを尽くす」（仮）

・「今、ここ」に集中

・「自分らしく」を受けとめる
・「好きなこと」×「得意なこと」

例えばこんな感じ？：
あまり先のことに不安で心を痛めない、先回りしすぎない、 自分の思考の
クセを知る、人と比べない、良さに目を配る、 完ぺき主義・努力主義に
おちいらない、他の可能性を探す、ハマるものを見つける…

⇒子ども時代は、好きなことでベストをつくす…→次につながる
～好きなことすらベストを尽くせないと、やらないといけないことなどできない

～いければラッキー、ダメでも世の中は広い、自分と世界を知っていく



まとめ：クセのある素敵な家族 案

親も子どもも

自分らしく

今日をガチでベストを尽くす家族
～共同体基準（合理性等）とは異なる基準（えこひいき基準）を採用
～「できるできない」じゃなく「昨日の自分超え」を目指す
～うまくいかなかったらやり過ごす。睡眠、食事、しゃべり。夜は考えない
～家族で「あんたが一番！」とほめあって、ともに育つ（共育）
～さらに理想を言えば、クセあり家族同士でつるんで子育てを楽しむ。etc. 

そんなん、誰もほ
めてくれへんて。
自分たちで

ほめあいしとこｗ


